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 「アフリカ月間」も

残りわずかです。アフ

リカの開発をテーマと

したアフリカ開発会議

が今月末に横浜で開催されることを記

念して、アフリカを身近に感じられる

ように、5月の1ヶ月間が「アフリカ月

間」に制定されました。アフリカで活

躍した野口英世ゆかりの施設･長浜ホー

ルで、5月24日(土)25日(日)

に、「もっと知ろう！もっと

遊ぼう！アフリカ祭」が開催

されます。アフリカをまるご

と体感することができます。 

｢Ｉbless the rains down in Africa.｣ 

（すまい造りメール第66号参照） 

クイズ (第74号) の答え 
日本人の豊かな感性が育ん

だ日本の伝統色で、藍で染

めた最も薄い青い色、①甕

覗（かめのぞき）です。布

をほんの少し藍

甕に浸しただけ

で生じた色とい

う意味です。 

次号予告 
「金澤八景今昔物語④」な

どについて取り上げる予定

です。 

 「金澤八景」とは、現在の横浜市金沢区一帯に広がった八つの景勝地の総称で

す。江戸時代に金澤八景を描いた歌川広重が、現在の景観を眺めたら、あまりの

変わりように、目を疑うかもしれません。場所によっては、埋め立てが進み、当

時の景観がまったく残っていない所もあって、尚暗然とするかもしれません。 

 ⑤「称名晩鐘」（しょうみょうのばんしょう）は、君ヶ崎の辺りの入り江が描

かれていますが、現在は埋め立てによって、昔の面影はありません。 

 ⑥「乙艫帰帆」（おっとものきはん）は、海の公園や八景島の辺りと思われま

す。いい季節になりました。「おっと･も･の･夏だぜ！」 

金澤八景今昔物語③ NOW&THEN 

「空飛ぶ鯨」の話 雑句芭欄
ざ っ く ば ら ん

 

「春が過ぎて、もう夏が来

てしまったらしい。衣更え

のための真っ白な衣が干し

てあるという、天の香具山

の山裾には。」 

何かのキャンペーン

以外で、あかねだす

きに菅の笠の出で立

ちで、茶摘みをする光景を

見かけることはまずありま

せんが、野にも山にも若葉

が茂ってきました。この日

に摘んだ新茶を飲むと長生

きすると言われています。 

「わしゃ九十九まで」 

問呟只和
ク イ ズ

 
日本人の豊かな感性が育ん

だ日本の伝統色で、藍と刈

安などで染め重ねた色は、

次のうちどれでしょうか。 
 

  ①露草（つゆくさ）  

  ②萌葱（もえぎ） 

  ③朽葉（くちば） 

  ④浅葱（あさぎ） 
⑥乙艫帰帆

おっとものきはん

 

「金澤八景」…①小泉夜雨 ②瀬戸秋月 ③洲崎晴嵐 ④内川暮雪 ⑤称名晩鐘 ⑥乙艫帰帆 ⑦平潟落雁 ⑧野島夕照 
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ある朝ある町で 

鯨が空を飛んでた 

空よりも広い大空 

夢を求めて飛び立った 

「みずがなくても、へっちゃらだよ」 

白いクジラのようなシンプルでスタイ

リッシュな、みらい型飛行船の開発が

進められています。フランスの航空宇

宙研究所とフランス人のデザイナー・

ジャン・マリ・マソーとのコラボで、

客室、レストラン、図書館、フィット

ネスルーム、大浴場などを備え、なん

と3日間で地球を一周する高速の空飛

ぶホテルです。さみしんぼの「山口さ

んちのツトム君」も、それはも

うびっくりです。 
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金沢八景駅 

金沢文庫駅 

 

 

 

 

 烏帽子島 

野島 

八景島 

▼江戸時代と現在の平潟湾周辺の地形▼ 

  当時の地形 

  現在の海 

  現在の地形 

  京浜急行 

  ｼｰｻｲﾄﾞﾗｲﾝ 

  一般道路 

⑥ 

⑤ 

⑤ 称 名 晩 鐘
しょうみょうのばんしょう
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すまい造りメール 第75号  http://www.sano-k.net/ 

お問い合わせ 

 住まいに関する皆様の疑問や質問、お知らせしたいことや情報などがございましたら、ご連絡ください。また、クイズのご

回答もこちらにお寄せください。ハガキや封書、ＦＡＸ、メールでもお受けします。お名前とご連絡先を忘れずにご記入くだ

さい。正解された方の中から抽選で毎月１名の方に、その号に関連したプレゼントをお送りしています。尚、郵送の停止を希

望される場合は、恐れ入りますが、ご連絡ください。 

 ホームページより「すまい造りメール」創刊号からのバックナンバーをダウンロードできますので、アクセスしてください。 

 皆様の「快適な暮らし」のヒントになることができましたら幸いです。 

〒237-0068 横須賀市追浜本町1-25 有限会社佐野工務店  TEL 046(865)4010 FAX 046(865)6139 

「前略 おせわ様。その後いかがお過ごしですか。」 

 昭和60年に弊社のお客様のご紹介で、ベランダの交換工事を担当させていただいて以来、住宅設備のメンテ

ナンスをはじめ、和室のリフォームなどを担当させていただいているお住まいをご紹介させていただきます。 

 昭和45年に建てられたお住まいで、木製雨戸の敷居のそりなどにより、雨戸の開閉が困難になったので、特

に問題のないサッシはそのままで、雨戸と戸袋をアルミ製の※雨戸一筋に交換するというリフォーム工事です。 

 まず、既存の雨戸と鏡板、敷居や枠などを、外壁のモルタル部分の補修が最小限に済むように注意しながら取

り外し、下地に傷みがないかを確認した後、レール、鏡板を取り付けて、雨戸を調整し、モルタル部分の左官補

修をして、既存と同じ外壁の色に塗装で仕上げました。 

 施工後のご感想は、「雨戸の開閉は毎日のことなので、片手でスムーズに開閉できるようになって、楽になり

ました。」ということでした。 

 「劇的な」リフォームではないかも知れませんが、ビフォアー、アフター、さらにそのアフターまでお手伝い

させていただきます。 

 

 ※雨戸一筋（トステム）は、木製雨戸や雨戸のないサッシから、既存のサッシを活かしながら、レール式の 

  雨戸サッシにして、防犯性、断熱性、耐風圧性などの機能をアップすることができます。 

庭に面した3ヶ所の掃

きだしのサッシのう

ち2ヶ所に雨戸一筋を

取り付け、残りの1ヶ

所 は、サ ッ シ ご と 交

換した 

戸袋部分を解体 

して補強をする 

            来て見た？ 

BEFORE AFTER 取り付けた雨戸一筋

と外壁との隙間を左

官で補修したあとに

塗装仕上げをする 

 前号でご案内した「来て見てSwitch！オール電化体験フェアinパシフィコ横浜」が、5月10日 (土)･11日

(日) に開催され、住まいで使用するすべてのエネルギーを電気でまかなう「オール電化住宅」を体験していた

だきました。特設ステージでは、さわやかな体操のおにいさんの親子体操教室や、元気いっぱいのさかなクン

のトークなどで盛り上がりました。また、IHクッキングヒーターを実際に使うことができるIH体験コーナー

は、特に人気がありました。小雨の降るあいにくの空模様でしたが、両日合わせて、20,000人以上の方が、

来場されました。 

 「かながわリフォームコックさん」の専用ブースにも、多くの方々が、ふ～らふらと

～、お立ち寄りいただきました。ありがとうございました。ブース内で開催した最新式

トイレについての紙芝居が好評で、用意した椅子が足りなくなり、立ち見の

お客様が出るほどでした。今後とも最新の住まい方や、イベントなどについ

て、ご案内させていただきますので、是非、ご参加ください。 

Switch! 


